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第１６回青森県留学生交流ジャンボリー開催 
 

 青森県留学生交流推進協議会主催（当番校：弘前大学）の第１６回青森県留学生交流ジャンボリーが，８

月２８日（金），２９日（土）の２日間にわたって，初秋の十和田湖，津軽地方を会場に開催されました。 

  このジャンボリーは，県内高等教育機関在籍の留学生が，青森県の伝統的文化や自然に親しむとともに，

日本人学生，国際交流関係者及び地域住民との交流を深めることによって，帰国後も青森県との親善の架け

橋となってもらうことを目的に開催されているもので，青森県内留学生５２名（弘前大学３１名，青森大学８名，

青森中央学院大学１２名，八戸工業大学１名）及び日本人学生（弘前大学)２名並びに国際交流関係者１２

名が参加しました。 

 ２８日は，各機関参加者が青森駅に集合後，モヤヒルズを経由するなどして，奥入瀬渓流石ヶ戸に到着し，

清涼感溢れる奥入瀬渓流（石ヶ戸～阿修羅の流れ～雲井の滝）を散策し，奥入瀬の大自然を満喫しました。 

 さらに，一行は，子の口から遊覧船に乗船し，休屋まで十和田湖上遊覧を楽しみました。カルデラ湖独特の

湖水の蒼さと，湖面から高くそそり立つ絶壁の織りなす勇壮な十和田湖の景観に息をのみました。 

  引き続き，十和田湖畔休屋のホテルにおいて留学生との交流会が開催され,留学生と日本人学生，国際交

流関係者が膝を交え和やかに歓談し，親睦を深めました。 

  翌２９日は，平川市立尾上中学校において，校長先生はじめ教職員，生徒の暖かい出迎えを受け,同校と

の交流会が体育館において盛大に開催されました。 

  最初に，国際交流センター長の挨拶，同校生徒会長による歓迎の挨拶の後，尾上地区八幡崎獅子踊り保

存会による地域伝統芸能「獅子踊り」が披露され，歓迎ムードが高まりました。続いて，本学の協定校留学生

による出し物が披露されました。タイ出身留学生による母国紹介のスライドショー及びタイ伝統舞踊，韓国出身

留学生による韓国伝統音楽演奏が披露されると，会場は一気に国際色豊な雰囲気に包まれ, 大いに盛り上

がりました。最後に，当日文化祭期間中でもあった尾上中学校の校内見学をしました。留学生達は中学生達

の作成した様々な展示物を興味深げに鑑賞していました。 

 尾上中学校との交流会を終えた一行は，田舎館村へ向かい，田舎館村役場天守閣からの田んぼアート「戦

国武将とナポレオン」の壮大なスケールの眺望を思う存分に楽しみました。  

 今回参加した留学生にとって，十和田の自然を肌で感じ，県内中学生との交流を通して日本の地域伝統文

化・芸術への理解を深めたことは，青森県における有意義で楽しい思い出になったことでしょう。 
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ジュニア・グローバル・トレーニング・スクール 2009 

 

ジュニア・グローバル・トレーニング・スクールは、青森市で活動している NPO 法人で、毎年夏休み

の２泊３日、青森市及びその周辺の施設を中心に国際交流を図るプログラムを開催しています。これ

までの活動では青森市内の小学生、米国(三沢基地)・韓国平澤市・中国大連市・ロシア・ハバロフス

クの小学生など約１００名、ボランティアは高校生・大学生を主体に約７０名が参加していました。 

しかし、今年度は新型インフルエンザの発生により海外の小学生を招聘することができなくなり、毎

年参加している青森中央学院大学の留学生ボランティアとの交流を中心に開催されることになりまし

た。青森ねぶたや海水浴を楽しみ、在仏日本大使館増田一等書記官のお話を聞いたり貿易ゲーム

で楽しんだり、世界との関わりの中にいる自分を認識するなど、例年に劣らず内容の濃い活動となりま

した。 

留学生も他のボランティアの方々に協力してもらい、前夜祭の屋台でそれぞれの母国料理を作っ

て紹介したり、夕食にマレーシアカレーとタイカレーを作ったりと、食文化という点からの交流も行いまし

た。参加したボランティアの方々や小学生と一緒に、国や年齢の垣根を越えて協力しあい、元気と笑

顔にあふれた交流は留学生にとっても心に残る貴重な体験となったようです。 

 

 

NPO 法人ジュニア・グローバル・トレーニング・スクール（JGTS）は、国際交流事業などの企画運営

を通して、子供達のグローバルな感性を育むことにより、自発的に協力し合い、誰にも不利益をもたら

すことなく、世界中の人々と共に世界を機能させる子ども、即ち地球市民ジュニア健全育成を目的と

しています。同時にこれらの事業に関わる地域社会にボランティア精神の普及を図ることにより、まち

づくり及び社会教育の発展に寄与することを目的とします。 

【代表】  理事長 工藤 健  

【ホームページ】 http://jgtsaomori.hp.infoseek.co.jp 
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